
世
界
農
業
遺
産

世
界
農
業
遺
産

Globa l l y

Impor t an t

Ag r i cu l t u ra l

He r i t a ge

Sy s t ems  



02

　世界農業遺産（GIAHS）とは、社会や環境に適応しながら何世代にもわたり継承されてきた独自性のあ
る伝統的な農林水産業と、それに密接に関わって育まれた文化、ランドスケープ及びシースケープ、農業生
物多様性などが相互に関連して一体となった、世界的に重要な伝統的農林水産業を営む地域（農林水産業シ
ステム）であり、国際連合食糧農業機関（FAO）により認定されます。

世界農業遺産とは

　申請地域は、世界的な重要性、申請地域の特徴（FAOが定める５つの認定基準）及び保全計画（※１）に基
づき評価されます。

世界農業遺産認定基準

【申請地域の特徴を評価する５つの認定基準】

(※１) 保全計画：申請地域を維持・保全及び
活用していくための計画書。
(※２) ランドスケープ：土地の上に農林水産
業の営みを展開し、それが呈する一つの地域
的まとまり。
(※３) シースケープ：里海であり、沿岸海域
で行われる漁業や養殖業等によって形成され
るもの。　

地域コミュニティの食料及び
生計の保障に貢献するもので
あること。

食料及び生計の保障1
食料及び農林水産業にとって
世界（我が国）において重要
な生物多様性及び遺伝資源が
豊富であること。

農業生物多様性2
「地域の貴重で伝統的な知識
及び慣習」、「独創的な適応
技術」及び「生物相、土地、
水等の農林水産業を支える自
然資源の管理システム」を維
持していること。

地域の伝統的な
知識システム3

地域を特徴付ける文化的アイ
デンティティや土地のユニー
クさが認められ、資源管理や
食料生産に関連した社会組織、
価値観及び文化的慣習が存在
すること。

文化、価値観及び
社会組織4

長年にわたる人間と自然との相
互作用によって発達するととも
に、安定化し、緩やかに進化し
てきたランドスケープやシース
ケープを有すること。

ランドスケープ（※２）及び
シースケープ（※３）の特徴5

申請から認定まで

認定申請に
係る承認

申請者
市町村及び農林漁業者の
組織する団体を含む協議会等

農林水産省

地方農政局等
連携

連絡調整 情報提供

世界農業遺産等
専門家会議

認定

①申請書作成
②申請 ⑥申請

③一次審査（書類審査）
④現地調査
⑤二次審査（プレゼンテーション）

⑦書類審査及び現地調査

世界農業遺産
科学助言グループ
（SAG）

国連食糧農業機関
（FAO）
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　農業遺産認定地域の取組は、国連が提唱する「持続可能な開発目標
（SDGs）」の達成にも大きく貢献します。

持続可能な開発目標への貢献

　日本国内の認定地域では、世界農業遺産を将来にわたり維持していくため、農林水産業への理解を促進し、
担い手を育成するための様々な活動に取り組んでいます。その一例を紹介します。

次世代への継承に向けた活動の様子

　宮城県大崎地域では、湿地を水田に転換利用し、「水」
の確保と調整に様々な知恵や工夫を重ねながら稲作を
中心とした水田農業を発展させてきました。

おおさき生きものクラブ おおさき生きものクラブ　活動の様子

　当地域では、行政と地域の６つのNPO法人などが
連携し、地域の自然や生きものと楽しみながら触れ合
う中で、子供達の環境保全意識を高めるため「おおさ
き生きものクラブ」の活動が行われています。
　この活動には、農家子弟に限らない地域全体からの
多様な子供達が参加しています。また、単に生きも

のを調査するだけでなく、
農業システムを支える水
管理、屋敷林「居久根（い
ぐね）」の保全管理、奥山
での間伐などの人の営み
によって二次的自然が維
持されていることへの理
解を深め、さらに自ら発
信することができる「翻
訳者（インタープリター）」
の育成を目指しています。

宮城県大崎地域

＊農業遺産として認定された地域では、概ね100年以上もの間、脈々と受け継がれてきた伝統的な方法で農
業・林業・漁業を営んでいます。

＊これらの伝統的な農林水産業は、地域の気候、地形、歴史的背景などに育まれて形成されたもので、独自性
が高く、その地域固有の食文化や風土・景観を生み出しています。

＊農業遺産に認定された農林水産業は、自然資源（土壌や森林、水産の資源）を枯渇させない資源循環システ
ムを有しており、環境負荷が少ないため、日本固有の生き物を含む生物多様性の保全にも貢献しています。

＊農業遺産は、農林水産業の営みそのものであり、社会的、経済的、生態学的な変化に適応しながら進化を続
けている「生きている遺産」です。

農業遺産の魅力
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　宮崎県高千穂郷・椎葉山地域は九州山地を構成する
山々に囲まれた険しい山間地であり、今でも様々な神
話や伝承が息づいています。森林に囲まれ平地が極め
て少ない厳しい環境下で、人々は努力と工夫を重ね、
特徴的かつ持続的な山間地農林業複合システムを構築
しています。
　当地域のコミュニティでは伝統文化「神楽」を通じ
て絆を強めています。神楽は、日本神話と結びついた
五穀豊穣と生活の安定を祈る集落の祭りで、神々への

神楽を舞う子供の様子 小中学校での出前授業

祈りを舞に込めて800年以上継承してきました。神楽
には子供たちが参加する演目もあり、子供たちは大人
の舞手に教わりながら練習をし、本番に臨みます。
　地域の行事に参加することで、次の世代に、自然に
伝統文化を継承する仕組みがこの地域には根付いてい
ます。
　また、当地域では、地元の高校生が、世界農業遺産
について学びながら、地域の魅力や課題を発見してい
く次世代人材育成プログラム「GIAHSアカデミー」
の活動が行われています。
　地元農家を取材し、学んだ内容を地元誌「高千穂郷
食べる通信」や地域内の小中学校に出前授業で地域

内外へ広く発信をしてい
ます。
　平成29年から始まった
「GIAHSアカデミー」
の取組は、当初高千穂地
域の高校生のみの参加で
したが、令和２年度から
は宮崎県立五ヶ瀬中等教
育学校も加わり、国内外
の認定地域や関係機関と
連携して活動しています。

宮崎県高千穂郷・椎葉山地域

　静岡県の特産品であるお茶の栽培が、「茶草場農
法」という独自の伝統農法で行われています。当地域
では「茶草場」と呼ばれるススキやササなどが自生す
る草地が点在しており、この草を刈り取り、乾燥させ
て、茶畑の畝の間に敷きます。この「茶草場農法」は、
傾斜地茶園の土壌条件を良好に保つだけでなく、土壌
の流亡を防ぎ、お茶の品質においても良い影響を及ぼ
すとされています。
　県内では茶業者や日本茶インストラクター、農協など

お茶の淹れ方講座の様子 手もみ製法研究会

が幼稚園、小学校等でお茶の生産に関する授業やお茶
の淹れ方講座を行い、若年層への茶文化の普及活動を
行っています。
　もともと当地域は歴史ある茶産地で、消費地でも
あることから、講座への参加者は多くありましたが、
2016年度に静岡県は「小中学校の児童生徒の静岡茶
の愛飲の促進に関する条例」を制定し、教育現場への
静岡茶愛飲の機会を提供しています。
　2017年度からは静岡茶愛飲促進事業を県教育委員
会と連携して行っており、家庭や地域の協力も得なが
ら、さらなる静岡茶愛飲の定着に努めています。
　現在県内には茶手もみの流派が８流派あり、それぞ

れ研究会を開き技術継承
に努めています。また、
これらの手もみ製法研究
会は県内で数多く開催さ
れているお茶関連イベン
トに出展し、一般消費者
向けの体験会を行ってい
る他、小中学校での技術
披露や体験活動を通じて、
子供達へ技術を伝えてい
ます。

静岡県掛川周辺地域


